
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２４日（水）、４年ぶりとなる地区社協連

絡会が開催されました。北淡地域にある６地区の

社協では、コロナ禍において活動ができにくい状

況を経て、ようやく今年度から活動も以前のよう

に戻そうとされています。 

 まず、今年度の年間活動について各地区社協代

表者から報告がありました。コロナの影響もあり 

事業を中止せざる終えない地区や内容の見直し

を余儀なくされる地区もありました。 

しかし、人が会

う機会や集まり

にくい状況下に

おいても、各地

区では理事会や

役員会で協議を

重ね、戸別訪問

や防災に関する

アンケート調査の実施、また子どもたちや親世代

も参加しやすい内容に変更する等、試行錯誤しな

がらつながりを切らさず、見守りや支えあい活動

を継続している報告がありました。 

 その後、淡路市社協第３次地域福祉推進計画の

基本理念である『共生循環型地域社会づくり』に

ついて事務局より説明があり、室津地区でのいき

いき１００歳体操の新たな開催会場の決定に至

った住民のつながりの事例と併せて参加者の皆

さんで理念共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後にコロナ禍を経て、地域のつながりを改め

て取り戻すために「今年度の振り返り、次年度に

必要なこと」を各地区グループで話し合い、これ

からの見守り・支えあい活動を考ました。 

 ある地区で

は、「より身近

な隣保同士で

の見守りのネ

ットワークづ

くりが必要で

はないか」と

の意見やまた、

各地区ともに

「子どもや若い世代が参加できる機会づくりや

戸別訪問の実施を検討していきたい」との意見が

ありました。 

まだまだコロナの影響による地域の変化もあ

り、以前のような活動の取り戻すことができてい

ない状況にある一方で、活動を待っている人もい

ることを忘れてはならないように思います。 

「見守り・支えあい活動」に欠かすことのでき

ないつながりを取り戻すため、地域で何が必要か、

気に掛け合うためにはどうしたらいいのか、みん

なで地域づくりについて考える機会となり、次年

度の計画へ向け変化に対応しながら、さまざまな

工夫で地域福祉を推進しようとする住民の姿が

そこにはありました。（そうわ） 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：2 月 14 日（水）13 時～15 時 

   

場 所：北淡総合福祉センター 

（地域支えあいセンター ほくだん） 

 

参加費：50 円（お茶代） 

 

お問い合わせ 

地域支えあいセンターほくだん 

北淡地域の「福祉情報」や「地域情報」をお知らせする広報誌!! 編集･発行:淡路市社会福祉協議会 

     地域支えあいセンター ほくだん 

淡路市浅野南 2-40 

電 話 0799-82-0922 

ＦＡＸ 0799-82-0913 

Ｅmail hokudan@awaji-csw.or.jp 

 

この広報誌は、皆さんからお預かりする「赤い羽根共同募金」の一部を財

源に発行しています。皆さんからお寄せいただく募金は、地域の福祉活動の

貴重な財源として活用させていただいています。 

この広報誌が不要になった場合は、資源ゴミの「その他の紙類」としてリサイクルにご協力お願いします。 

 

「学びの広場」は、地域の方が普段感じてい

る福祉課題や、職員が体験して学んだことなど

を、みんなで話し合い共有する場です。 

下記の日程で開催予定なので、お気軽にどう

ぞ！ 

 
次回予定 

日 時：2 月 27 日(火) 19：00～ 

場 所：北淡総合福祉センター 

   （地域支えあいセンター ほくだん） 

参加費：無料(ご自由に参加できます) 

～ お問い合わせはお気軽に ～ 

 

  

 

地　区 開　催　日 時　間 場　所 参加費 持　ち　物　等

8日（木） 13時半～ 仁井公民館 自費 折り紙（お雛様）

5日（月） 13時半～ オアシス久野々 自費 お楽しみ♪

21日（水） 13時半～ 小田太田クラブ 自費 お楽しみ♪

13日（火） 10時～ 江崎集会所 自費 お楽しみ♪

6日（火） 10時～ 平林公会堂 1,530円 ショルダーバックの押絵作り：ハサミ、赤黒のペン

22日（木） 13時～ 東ノ町会館（福寿会館） 100円 防災講話

26日（月） 13時半～ 中ノ町集会所 自費 ぜんざい、紙コップすくいゲーム

20日（火） 13時半～ 西之町内会館 自費 お楽しみ♪

14日（水） 13時半～ 石田公会堂 自費 アクリルたわし作り：ハサミ

14日（水） 13時半～ 浅野県住集会所 自費 お楽しみ♪

8日（木） 13時半～ 斗ノ内里集会所 自費 キューピー人形のマスコット：裁縫道具

８日・22日（木） 10時～ ホットほっと（斗ノ内浜集会所） 200円 絵を楽しむ、食事会（400円）

21日（水） 13時半～ 浅野南集会所 自費 ぜんざい

13日（火） 11時半～ 水越会館 自費 食事会、カラオケ大会🎤♪

19日（月） 13時半～ 北淡総合福祉センター 100円 各自購入した「ロングタペストリー：椿」

13日（火） 13時半～ 育波公民館 自費 DVD鑑賞

5日（月） 13時半～ 黒谷公会堂 自費 お楽しみ♪

19日（月） 13時半～ 生田集会所 　自費　 お楽しみ♪

20日（火） 13時～ 育波集会所 自費 おやつ作り（ちょぼ汁）

室　津 9日（金） 12時～ 室津ふれあいセンター 自費 食事会、紙コップすくいゲーム

青空 21日（水） 10時～ 富島　住吉公園 無 子育て中の親御さん、地域の方が集う場所♪

仁　井

野　島

富　島

浅　野

育　波



パート・嘱託職員募集 
 

◎令和 6 年 4 月勤務開始希望の方も 
ご相談ください! 

 

◎福祉・介護職未経験の方も充実研修で安心… 

◎子育てや介護との両立も大丈夫です。 

働くママさん、応援しています‼ 

◎施設・事業概要見学は随時受け付けています‼ 

         お気軽にご連絡ください♡ 

 

②～⑤ 時給 1,037 円  

資格所有者優遇（ヘルパー1,087円 介護福祉士 1,107円） 

 

① 《障がい者》相談支援専門員（嘱託・正規）※本会規定による 

② デイサービス介助員（パート・嘱託：北淡）※介護福祉士優遇 

③ 障がい福祉《作業所・生活介護》支援員（パート・嘱託） 

④ ケアマネージャー（パート・嘱託） 

⑤ 送迎運転員（パート：北淡・一宮）  

 

業務内容等、お電話でお気軽にお問い合わせください 

 

淡路市社会福祉協議会  

〒656-2132 淡路市志筑新島５－１ （履歴書送付先） 

電話 ６２－５２１４（担当：なぎ やまさき） 

 
 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１杯目：２月１６日（金）13：30～14：30 

講 話  

「家事の素」が必要になったわけ 

    ◎淡路市の今とこれから 

 

２杯目：２月１６日（金）14：30～15：30 

家事ってなんだろうを話す 

「家事の素」の素材を吟味する 

    ◎家事の種類を教えて！ 

 

３杯目：２月２８日（水）10：00～11：00 

家事の方法を話す 

    「家事の素」のエキスはなんなの？ 

    ◎家事を分析しましょう。細かく切り分けて！ 

 

４杯目：３月 ６日（水）10：00～11：00 

多くの人が参加できる方法 

    「家事の素」を「支えあいの素」に変える工夫 

◎できること・できないことから 

始める活動って  

場 所：北淡総合福祉センター 研修室 

お問い合わせ：地域支えあいセンターほくだん 

（担当：上林・南） 

 

    

    淡路市共同募金委員会からのお知らせ 

歳末たすけあい運動にご協力 

ありがとうございました    

12 月１日から 12 月末日まで、今年度も歳末た

すけあい運動を実施し、社協各センターや市役所

の窓口に、職員手作りのキャラクター募金箱を設

置しました。 

みなさまからの心のこもった募金を、淡路市内

の児童養護施設やファミリーホームにお見舞い金

として届けました。 

歳末キャラクター募金箱    12,962 円 

蒼開中高ジャズバンド部      20,776 円 

    （35th Xmas Fun Fun Concert ） 

淡路島内兵庫県職員     18,566 円 

   （県職員歳末愛の預託運動） 

 

淡路市共同募金委員会では、令和６年能登半島地震

の支援金・義援金にご支援・ご協力をお願いしてい

ます。支援金は災害復興などの支援活動へ、義援金

は被災者の生活再建のために共同募金会を通じて

分配されます。みなさまのご協力を切にお願い申し

上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青空の下で子ども連れの保護者と地域の方が公園

で出会い、“つながり”をつくる場所です。 

 近所を散歩するついでに、気軽に立ち寄ってくだ

さいね！ 

日 時：２月２１日（水） ※毎月第３水曜日 

10 時～ 

場 所：富島住吉公園 

昨年の１２月１４日（木）から、毎週木曜日の午前

９：３０から富島団地の１階集会所で「いきいき１０

０歳体操（以後、“いきひゃく”）」が始まりました。  

ことの発端は、ある住民の方から、「せっかくある

団地の集会所を何かに使えないんかな。」と声をかけ

られたことでした。 

「確かに！」と思い、自治会長に相談すると、「以

前は自治会の役員も、曜日を決めて開放しとったけ

ど、特に使われることもないまま、今に至っている。

使い道を一緒に考えてほしいなあ」との事でした。 

 

“みんなが集まりやすいことって何やろう…”女性

陣にも聞き取り開始。「体のことやったら、みんな出

てくるんちゃう？」「そうやなあ、近くの福寿会館で

体操してるん、ええ言うてたで」と盛り上がりました。

この話を会長さんに伝えたら、「そりゃええわ、今度

の集会で言うてみるわ」と喜ばれました。 

集会でも賛同の声がほとんどだったようで、“いき

ひゃく”開始に向けての準備がちゃくちゃくと進んで

いきました。 

事前に役員の方々が声かけをしてくれていたこと

もあり、初日はたくさんの方が参加されました。 
 

 

回を重ねるうちに、「体操後に 

お茶でもしたらええんとちゃ

う？」という声もあがり、ますま

す楽しい集まりの場所になって

いきそうで、私もわくわくしてい

ます。  

 

住民のみなさんの「～したい」 

気持ちがひとつになって、つど 

いの場所、気にかけあえる場所 

になっていっていることが素敵 

だなぁと感じました。  

 

 

 

 

エコキャップ回収終了のお知らせ      

 

これまで、プラスチックごみの減量化を目的とし

て、ペットボトルキャップを回収させていただき、

エコキャップ運動事業者を通じて、売却益を発展途

上国の医療支援、障がい者・高齢者雇用促進などの

ために寄付を行ってまいりました。 

 しかしながら、ペットボトルキャップを取り巻く

社会情勢が変化していること、ペットボトルキャッ

プの買取価格が減少していること、輸送のための運

送料が増額となっていること等でエコキャップ運

動の継続が困難となっています。 

また、淡路市役所でもペットボトルキャップをプ

ラスチックごみとして回収し再資源化する仕組み

ができたこともあり、令和６年３月３１日をもちま

して、本会でのペットボトルキャップの回収を終了

させていただくこととしました。 

 これまで長年に渡りご協力いただき、誠にありが

とうございました。   

 

４月以降につきましては、市の 

プラスチックごみとしてお近くの 

エコプラザにお出しくださいます 

ようお願いします。 

消費者生活センターより 

 地震、大雨などの災害時には、それに便乗した悪

質商法が多数発生しています。悪質商法は災害発生

地域だけが狙われるとは限りません。特に最近は

「火災保険を使って自己負担なく住宅の修理がで

きる」など、「保険金が使える」と勧誘する手口に

ついて、全国の消費生活センター等に相談が寄せら

れています。また、義援金詐欺の事例も報告されて

います。 

 

【消費者へのアドバイス】 

◆「保険金」を口実にした勧誘→ 「保険金を使っ

て自己負担なく住宅修理ができる」と勧誘されて

もすぐに契約せず、加入先の保険会社や保険代理

店に相談しましょう 

◆寄付金、義援金→ 相手の素性が分からないよ

うな不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出があ

っても断りましょう。公的機関が、電話等で義援

金を求めることはありません。寄付をする際は、

募っている団体等の活動状況や使途をよく確認

しましょう。 

  
淡路市消費生活センター ☎６４－０９９９ 

急速に進む単身高齢化の中で変わる地域、これから自分たちに必要な「支えあい」とは何か 


